
 

1 

                         

 

令和６年度第３回北海道総合教育会議 議事録 

 

１ 日時 

令和６年１０月３０日（水） 午前９時３０分開会 

 

２ 場所 

札幌グランドホテル 東館３階 玉葉 

 

３ 構成員の出欠状況 

（１）出席 

鈴木知事、中島教育長、青山委員、渡辺委員、川端委員、大鐘委員、清水委員 

（２）欠席 

なし   

 

４ 議題 

  北海道総合教育大綱の改定素案について 

 

５ 議事 

  別紙のとおり 
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○事務局（吉川総務部次長兼行政局長） 

定刻になりましたので、ただいまから、令和６年度第３回北海道総合教育会議を開催いたし

ます。 

北海道総務部次長の吉川です。よろしくお願いいたします。 

開会に当たりまして、知事からご挨拶申し上げます。 

 

○鈴木知事 

皆さんおはようございます。総合教育会議の開催に当たりまして、一言ご挨拶をさせていた

だきます。 

教育委員の皆様には、大変ご多忙の中、ご出席をいただきまして本当にありがとうござい

ます。また日頃から、本道教育の充実・発展にお力添えをいただいておりますことに、重ねて

感謝を申し上げます。 

８月に開催をいたしました前回の会議におきましては、北海道総合教育大綱の改定骨子

案につきまして提案をさせていただき、「子ども施策と教育施策の連携の重要性」、「子ども

や若者が意見を言いやすい環境の確保」についてご意見をいただきますとともに、具体的な

修正案についてお示しいただきました。 

皆様からの大変貴重なご意見を踏まえまして、先般、大綱の骨子案を道として取りまとめ

て、道議会での議論はもとより、市町村、関係団体の皆様からのご意見を伺ったところでござ

います。 

本日は、こうした議論やご意見を反映して作成をいたしました大綱の改定素案について協

議をいただくとともに、年度内策定に向けた今後の進め方などについてご説明をさせていた

だきます。 

私といたしましては、誰一人取り残されることなく生涯にわたって学び続けることができる

環境を整えていくためには、「こどもまんなか」の考えの下、「学び」と「育ち」両方の政策が、

緊密に連携を図り、子どもや若者の健やかな成長を社会全体で後押しをしていくことが必要

であると考えているところでございます。 

そのための指針となる大綱が、より充実したものとなるように、引き続き、忌憚のない皆様

からのご意見を賜りますようお願いを申し上げて、開会に当たってのご挨拶とさせていただき

ます。 

本日もよろしくお願い申し上げます。 

  

○事務局（吉川総務部次長兼行政局長） 

ありがとうございました。 

知事からお話がありましたが、本日は、新たな大綱の素案について、教育委員の皆様からご

意見をいただきたいと思います。 

それでは、北海道総合教育会議の運営に関する要綱に基づきまして、ここからの進行は、議
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長であります知事にお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

  議長を務めさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

  それでは、山本総務部長から改定素案についての説明をお願いいたします。 

 

○事務局（山本総務部長） 

  それでは、私の方から北海道総合教育大綱改定素案について、ご説明をさせていただきま

す。 

  お手元にも配付しております資料１をご覧いただければと思います。まず、１ページでござい

ます。これは今までもご覧いただいているものでございますけれども、図の左側にございます国

の教育振興基本計画の推進に当たりましては、こども大綱に基づく施策と相互に連携を図り

ながら取り組む必要があるとしてございます。 

  道におきましても、総合教育大綱の改定に向けた検討に当たりまして、「育ち」に係るこども

施策を定める（仮称）北海道こども計画の策定と相互に連携を図りながら進めているところで

ございます。 

  次に２ページをご覧いただければと思います。改定の進め方についてでございます。８月５

日、前回、第２回総合教育会議におきましては、大綱の改定骨子案をお示しいたしまして、ご協

議いただいたところでございます。 

  ９月９日に道議会、文教委員会でございますけれども、こちらに骨子案を報告いたしまして、

その後、市町村・関係団体への意見照会などを経て素案のたたき台として取りまとめたところ

でございます。本日の協議を踏まえまして修正を加えた後、中段、右側にあります１１月に開会

予定の第４回定例道議会で素案を報告したいと考えてございます。 

  その後、さらに右にいっていただきまして、１２月から子ども向けも含めましたパブリックコメン

トを実施し、広く道民の皆様のご意見を伺いたいと考えてございます。１月の総合教育会議で

さらに大綱案を協議いただきまして、年度内に改定を決定、来年４月１日から施行ということで

考えているところでございます。 

  次に、３ページをご覧いただければと思います。３ページは箱が２つございますけれども、中段

の改定素案作成の考え方というところをご覧いただければと思います。今回お示しいたします

素案は、改定骨子案に対します市町村・関係団体の意見、また道議会での議論、関係部局、教

育庁などとの調整を反映するとともに、北海道こども計画の策定の考え方や取組と整合を図り

ながら作成しているところでございます。具体的には、マルの３つ目のところでございますけれ

ども、骨子案に追記・修正を加えてございます。この内容につきましては、次ページ以降で個別

に説明をさせていただきたいと思います。 

  ４ページをご覧いただければと思います。まず「はじめに」でございます。「はじめに」につきま

しては、前回お示ししておりませんでしたけれども、現大綱と同様に知事のメッセージを掲載す
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ることとしたいと考えております。メッセージの内容は、４ページに記載のとおりでございます。 

  ５ページをご覧いただければと思います。「基本理念」についてでございます。「基本理念」

につきましては、左側に前回ご覧いただいております骨子案、右側に素案を並べてございます

けれども、関係団体等からの意見、議会議論などを踏まえて修正してございます。赤字になって

いるところが追記・修正箇所でございます。まず、マルの１つ目でございますけれども、教育の

機会均等や学びの質の保障につきまして、より適切な表現として「重要性が高まっている」とい

う整理をさせていただいております。また、後段の人材の確保につきましては、育成の観点も含

めた表現ということで、「育成」を加えてございます。右側中段のマルの３つ目、それから４つ目

になりますけれども、現大綱でお示ししておりましたグローバル化、情報化が急速に進展してい

る現状認識、また前例にとらわれない新たな発想と行動力を持つ人材が求められていること、

将来を担う子どもたちの可能性を引き出す教育の必要性につきまして、引き続き重要な要素

であることから、改めて追記しているものでございます。 

  次に、資料の６ページをご覧いただければと思います。「求められる人間像」でございますけ

れども、資料のとおりでございまして、骨子案から特段の変更はございません。 

  最後、７ページをご覧いただければと思います。「基本方針」でございますが、骨子案では取

組の項目名のみお示ししているところでございますが、４つの基本方針ごとに取組の方向性、

全部で４３項目になりますけれども、その具体的な内容を記載しているところでございます。 

  なお、団体などへの意見照会の結果といたしましては、留学生の受入れや家庭教育支援、

教育DXの推進の重要性など、多くの意見をいただいているところでございまして、基本方針の

具体的内容に反映しているほか、今後、個別の施策推進に活かされるよう、関係部局とも共有

をしているところでございます。 

  具体的な取組につきましては、資料２の５ページ以降に記載しております。また、資料３は骨

子案と素案たたき台の対比表をお配りしておりますので、本日の協議の参考としていただきた

いと思います。 

  私からの説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

説明ありがとうございました。ただいま、山本総務部長から説明がございました「改定素案」

につきまして、各委員の皆様から、ご意見をいただきたいと思います。 

すべての委員の皆様からご発言をいただければと思っておりまして、青山委員、渡辺委員、

川端委員、大鐘委員、清水委員の順でご発言をいただければと思っております。 

それでは、青山委員の方からよろしくお願い申し上げます。 

 

○青山委員 

  青山です。よろしくお願いします。資料２の８ページ、基本方針Ⅱの「不登校児童生徒への支

援の充実」について、私から意見を申し上げたいと思います。 
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  「一人ひとりの状況に応じて、教育支援センターや民間の施設等と連携し、ICTの活用など

により教育機会を確保する」とありますが、学びの場所の問題、教員確保の問題といった課題

が多くあろうかと思います。今も学びたくても、学校へ行けないという子どもも多くいます。期待

したいところです。 

  そこで、不登校の子どもの学びの場を確保するということだけではなく、戦後から変わってい

ない教育の提供の仕方も変えていかなければいけないと思います。一方的な座学ではない

か、テストの点数にばかりこだわりすぎていないか、今の時代を生きている子どもたちの視線に

合わせて学びに関して今一度考えていただきたいと思います。それは、先生の指導力向上ばか

りではなくて、学校そのものの形が変わっていかなければいけなくなってきているのかなと思い

ます。不登校の子どもたちがただ悪いということではなくて、学校組織そのものが今の子どもた

ちにもしかしたら合っていない環境なのかもしれないなと思います。不登校児童生徒がもしか

したら、これから学校の半分を超えたら、ようやく学校そのものが変わっていくのか、でもそうな

ってしまったら遅いのではないかと思います。多い学校では、１割、２割ぐらいが学校へ来れて

いないと聞きましたので、不登校に関しては、もう少し深く考えていかなければいけない問題だ

と思います。 

  周りと同じことをやらなければいけないということ。はみ出すことは許されず、大人の期待どお

りの型にはまった発表や考え方を学び、テストの点数が全てで、良い点が取れない子どもたち

は劣等感の塊で、学びが楽しくなくなる。また、友達と上手く付き合えない子ども、集団行動が

苦手な子ども、少人数なら上手く付き合えても大人数が苦手な子どももいる。学校に行くこと

が劣等感を助長させる機会になってしまっている子どももいるのかなと思います。 

  学校組織そのものを変えるということは、すぐにできることではありませんが、学校組織その

ものが転換していく必要に迫られているのではないかと思います。 

  北海道教育委員になって、北海道のあちこちの学校を見に行くと、その地域に合った教育の

提供ができている学校もあるんですよね。素晴らしい画期的な教育を提供している学校が北

海道にもあって、本当に魅力的な学校が多くあります。そういった地域によっては非常に上手く

いっている学校もあるので、今の子どもたちの視点に立った学校の在り方を不登校児童生徒

の背景にも目を光らせて考えていかなければいけないと思います。 

  大学の教員をしているのですが、正直、無意欲・無気力・無表情・無感情の子どもたちが増

えているように思います。受け身でレールにはまった生き方が心地よいと思う子どもの中にも、

もしかしたら、違う可能性を秘めている子どももいるかもしれない。今の子どもたちの多様性に

合った学校の在り方というのを、北海道は本当に魅力的な学校がたくさんありましたので、是

非１校でも増えていけたらなと思います。以上です。 

 

○鈴木知事 

  青山委員、ありがとうございました。 

  今ご覧いただいています資料２の８ページの中にございます不登校児童生徒への教育機会
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の確保の点について、特に子どもの視点、また、委員としてのご経験も踏まえた中での支援の

充実ということではあるんだけれども、学校組織、学校そのものに対する在り方についても重要

だということでのご指摘・ご意見でございました。ありがとうございます。 

  それでは、次に、渡辺委員の方からよろしくお願い申し上げます。 

   

○渡辺委員 

  渡辺です。私からは、全体的なことについてお話ししたいと思います。赤字で書いていただい

た修正箇所のところを読みましたけれども、教育関係の皆様からのご意見をいただき修正をし

たということで、こういうすばらしい盛り込み方をするんだと思いました。ありがとうございまし

た。 

また、知事がお書きになった「はじめに」というところを読ませていただきました。ありがとうご

ざいました。 

全体としまして、関わる方のウェルビーイングが目指されている点、未来の社会を支えていこ

うということが目指されている点、子ども中心の考え方というものが強調されている点など、大

事なことに基づいた項目が網羅されておりまして、作成を担当されている皆様のご見識と努力

に深く感謝したいと思います。 

今回の教育大綱案ですけれども、新しい時代、現在の社会情勢、北海道の特色を踏まえま

して、より多岐にわたる項目の言及がございます。実現のためにはそれぞれの分野への人員の

配置とともに皆さんの有機的な繋がりが確保できる柔軟な組織体制が求められるのではない

かと思います。また、教育分野以外との連携がこれまで以上に意識されるようになるだろうと思

います。従いまして、担当の各分野の乗り入れがしやすい組織づくりが求められているのでは

ないかと思います。 

項目のいくつかについては、実際の施策は共通する可能性があると思いますが、これは１つ

の施策に複数の目標と根拠があることを示すもので、あるいは段階的に、ある項目に対する１

つの施策を実現すれば、その次に附随する目標を達成できるということを示していると考えて

おります。 

具体的には、例えば、ヤングケアラーへの支援の充実というのは、貧困対策や介護の支援と

密接に繋がっています。この施策は、医療的ケアを必要とする学生の支援にも繋がる可能性が

あります。学校における働き方改革によって、教員の皆さんがより学生の指導そのものに時間

を割けるようになり、学校外においても、優れた知識を活用していただけると地域社会の安定

にも寄与するのではないかと想像いたしました。リカレント教育に現役の先生が協力していた

だけると、社会の知識レベルとともに、教員の地位向上に繋がるのかもしれないと考えておりま

す。もちろん、働き方改革が優先されますが。子どもの意見表明の機会の確保というのは、探究

活動や情報の取扱いの指導を通じた偏らない教育と表裏一体なのかもしれません。 

このように、１つ１つの施策に複数の根拠が示されると思われますが、施策を担当する方々、

あるいは、部署の裾野をより広く、他部署との連携・融合により、実行されるのではないかと存
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じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。以上です。 

 

○鈴木知事 

  渡辺委員、ありがとうございました。   

  大綱全体の修正に対する一定のご評価とともに、それを実現する上での体制、連携の必要

性、働き方改革をしっかりと進めながらも、リカレント教育をはじめとする様々な分野への対応

に対してのご意見等をいただいたところでございます。 

しっかりと連携を密にしながら、実行していくことの重要性についてご示唆があったと思って

いるところでございます。ご意見いただきありがとうございます。 

  それでは、次に、川端委員の方からよろしくお願い申し上げます。 

 

○川端委員 

  川端です。これまでの会議を踏まえて、いろいろ修正をいただきましてありがとうございます。 

  私からは、まず基本理念、資料２の２ページ目になりますが、マルの３番目に「前例にとらわ

れない新たな発想と行動力を持つ人材」という表現がございますが、まさに子どもたちを育て

る私たちがまず、お手本にならなくてはいけないというふうにこの言葉を見ながら実感したとこ

ろです。 

  「将来を担う子どもたちの可能性を引き出す教育を推進します」というところでは、その前に

人として何を身につけて欲しいか、具体も書かれております。幸せや豊かさというところについ

ては、心の豊かさとは何かというところを感じるところではございます。このような取組につきま

して、最終的には具体をどうしていくか、という現実的なところが私たちの本当の力を発揮する

ところではないかと思っています。この作った案が言葉で終わってしまわないように、子どもたち

を周りで支えていかなくてはいけないのかなと感じております。 

  また、「グローバルな視点」というような表現も求められる人間像の中には表記されておりま

すが、ネット社会で情報はたくさん入ってきますが、生で見る、生で感じるというものに変えられ

るものはないと思いますので、そこをどのように子どもたちにもっと具体として示していくことが

できるかというところが必要なのかなと思っております。 

  また、私の専門としております体力とか、運動という面では、資料２の５ページ、１０ページ、１８

ページに関係して書かれておりますが、体力的に道内の子どもがよくないというようなことがご

ざいますが、生きていくために大切な自分の身体をどう維持していくか。背筋がなくなると立っ

ていることさえもできないと言われておりますので、運動が苦手な子にも人として生きるために

必要だということを上手く伝えられる実施案ができたらいいと願っています。 

  資料２の６ページに「特別支援教育の充実」という項目がございますが、いろいろ視察等に

も伺わせていただいて、支援学校と企業様との就職に当たってのマッチング活動も道教委の

方はしておりますが、実際に見させていただきました。子どもたちは障がいを持っていても、企業

の中で十分に働いていける能力を持っている子どもたちを育てている姿を見ておりますが、企
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業側の方は、預かってからどういうふうに子どもたちをサポートしていったらいいかというところ

がなかなか気付かれていない。実は経済界などでそういうケアをしてくれるサポート組織があ

るということを私自身も先日知りました。 

  そのような情報共有という部分が限られた人たちだけではなく、多くの人が知り、それをわか

り、どう生きていくかというところの情報共有にもっと知恵を出していけたらいいと思っておりま

す。 

  今回の大綱では、産むところから、産み育てて、大きく横写しで政策ができると期待しており

ますので、是非皆さんで手を取り合わせて育てて行けたらいいなと思っております。 

  最後になりますが、世界から見たら、私たちの日本という国は大変小さな国です。しかしなが

ら、その国の中でも本道における大きさというのは大変大きくて地域によって、非常に様々な課

題を抱えております。そのような中で、ワンパターンでは全く解決できるものではないという認識

をしておりますが、この大綱をもとに、地域に合って、前例にとらわれず、先ほど青山委員がおっ

しゃったように画期的な方法論を取るなど、考えていくことが今求められているのかなと思って

います。 

  今後の子どもたちが、金銭的ということだけではなく、心が豊かで北海道を愛し育ってくれる

こと、この大綱が現実味のあるものとなることを願っています。以上です。 

 

○鈴木知事 

  川端委員、ありがとうございました。 

  資料２の２ページ目の「前例にとらわれない新たな発想と行動力を持つ人材が求められる」

と、私たちこそがそうあらなければならないという大変重要なお話しだと思っております。 

  また、５ページ目の部分にもございましたけれども、ネット、デジタルが進む中での生の体験

の重要性とともに、体力は生きる力であるということで、まさにご自身の経験に則ってその重要

性、さらには、障がいのある子どもたちに対する企業との連携や情報共有がますます必要では

ないかということでのご示唆でございました。手を繋ぎながら進めていく、このことは言葉だけ

ではなくて、具体的にこの方針を実現していくために重要であるということでございました。大

変貴重なご意見ありがとうございました。 

  それでは、次に、大鐘委員の方からよろしくお願い申し上げます。 

 

○大鐘委員 

  大鐘です。よろしくお願いいたします。北海道総合教育大綱の策定に当たりましては、これま

で議論を重ねていただいて、全体にわたって、内容、表現が洗練されてきたと感じておりますが、

なお、いくつかの点、内容、表現で具体的に意見を述べさせていただきたいと思います。 

  まず、資料２の２ページの基本理念のマルの２つ目になります。２行目、３行目に「学び」に係

る政策と「育ち」に係る政策ということで、カギ括弧つきの「学び」と「育ち」というのが対比さ

れて、語句として強調されているように受け取りました。その後で、３行目の後半に「成長」とい
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うのがあるんですけれど、「学び」と「育ち」と「成長」の関係を整理して、「成長」という表現を

もし、以降の文章の中の「成長」という表現を「育ち」に置き換えることができるのであれば、

「育ち」と変えてもいいのかなと思います。 

  それから、同じく２ページの最後の６つ目のマルです。最後の行に、「夢や希望へのチャレンジ

を応援する北海道づくり」ということで、大変北海道らしい表現になっていると思います。ただ、

夢や希望へのチャレンジの対象や方向性が記載されていないので、例えば、現在の大綱のは

じめにの中に「未来を拓く」とか、今回の改定素案のはじめにの中の「変革の時代を迎える」、

あるいは、「変化の時代を乗り越える」などを受けて、例えば、「未来を拓く」とか、「変革に向か

う」という表現を加えると全体的な安定感が出てくるように感じます。 

それから、３ページの求められる人間像の４つ目です。「自らの意見を表明し、社会づくりに

参画する人」ということで、子どもや若者が併記されています。子どもの扱いと若者の扱いは別

だと思うんですけれど、ここでは一緒にすることができると思います。これ以降の文章の中で、

子どもと若者がもし併記できるのであれば、子ども・若者の社会参画意見反映とか、文脈に応

じて若者を入れることもできるかなというふうに考えています。 

それから、５ページの基本方針Ⅰの持続可能な社会の創り手を育む、の前文のところです。

第３段落の１行目に、「優れた自然環境や豊かな食、縄文文化やアイヌ文化といった独自の歴

史・文化などを理解し」と書いてあります。非常に大事なところだと思うんですね。北海道におけ

る教育の方向性を示す根幹となるものなので、やはり北海道の様々な環境と状況を考慮した

北海道的な内容になるべきだと考えています。その点で、この縄文文化やアイヌ文化に関連し

て、歴史的・文化的な広がりをさらに含めたいと考えています。そこで、昨年の６月に国宝に指

定されました北海道白滝遺跡群出土品をもたらした縄文文化の前の文化である旧石器文化

を入れてはどうかと考えています。この指定は、日本最古の国宝となった点で、日本で最も人の

営みを歴史的な長さを知り得るまとまった資料として誇ることができるものだと考えています。こ

れを掲出することで、北海道の自然の空間的な広大さと合わせて、時間的な広大さを北海道

的特質として掲げると、北海道を特徴づける新たな視点を創り出すことができるのではないか

と考えています。これ以降、「ふるさと教育の充実」ですとか、「文化財等の保存及び活用の推

進」の辺りでも同じように旧石器文化を入れることができる可能性があると思いますので、ご

検討をお願いしたと思います。 

  それから、６ページの上から２つ目の「特別支援教育の充実」でございます。これも非常に大

事なところでございます。１行目に「障がいのある子どもと障がいのない子どもがともに学ぶイ

ンクルーシブ教育システムの理念を踏まえ」と書いてあります。このインクルーシブ教育システム

の表現がちょっとわかりにくいんじゃないかなというふうに思っていて、理解が一面的になる懸

念を感じますので、このインクルーシブ教育システムを支えているポイントを少し表現として出し

た方がいいのではないかと考えます。例えば、もし、このシステムの核になる部分が、合理的配

慮の提供、あるいは、合意形成ということであれば、「合理的配慮に基づく」とか、そういった表

現を少し入れてシステムの理解を全体的なものにしてはどうかと考えます。ご検討をお願いし
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たいと思います。 

 最後になります。９ページの下から２つ目、「教員の確保と資質向上」でございます。１行目

「より多くの方々に教員を希望してもらえるよう」の次に「学校における働き方改革」に移ってい

ますが、この間に、「教職の意義や魅力を発信しながら」というのを是非入れていただきたいと

思います。北海道で教員をすることがどれだけ意義があって、素晴らしいことなのかということ

を訴えたいと私は考えています。 

以上、具体的なことをあくまで例ですので、意見としてご検討いただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

  大鐘委員、ありがとうございます。 

  それぞれ多岐にわたって表現の整理、追加、さらには、実現するに当たって必要となる視点と

いいますか、そういった多岐にわたるご意見をいただきました。前回に引き続き、様々なご指摘、

ご意見をいただき、本当にありがとうございます。事務局から補足をお願いします。 

 

○事務局（大久保学務調整担当課長） 

  事務局でございます。多岐にわたりましてご指摘、ご意見ありがとうございました。 

  それぞれのご指摘、ご意見につきましては、持ち帰らせていただきまして、これから素案を固

めるという作業に入っていきますので、ご意見を十分踏まえまして、検討させていただきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

  この後、皆さんからご意見をいただいた後、追加でご発言があればいただきたいと思ってお

ります。今いただきました具体的な内容につきましては、事務局から補足説明がありましたけれ

ども、今後検討ということでご理解いただければと思っております。 

  それでは、次に、清水委員の方からよろしくお願い申し上げます。 

 

○清水委員 

清水です。私からは、専ら資料１に基づいて意見を述べたいと思います。今回の北海道総合

教育大綱の改定に当たっての最も重要な注目点は、３ページにございますけれども、国の「教

育振興基本計画」と、こども基本法に基づく「こども大綱」を踏まえた「学び」と「育ち」に係る

政策の緊密な連携を図る、これが最大の眼目だと思います。この観点から見ますと、資料の７

ページ、この観点が最も強く出ているのは、やはり基本方針のⅡだと思います。誰一人取り残さ

れない子どもの学びと成長の環境を整える、というところに端的に表れていると思います。 

基本方針Ⅱには、取組の方向性として１６項目挙げられておりますけれども、大きく４つに分
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類されると理解しております。まず１つ目は、教育的、福祉的環境ということで、今回の大綱の最

大の特徴だと思いますけれども、いじめ防止、不登校問題、児童虐待、貧困対策、医療的ケア

児への支援、ヤングケアラー、自殺の対策ですとか、犯罪からの保護、これは学校だけではなく、

家庭や地域、そういったところも含めて教育部門にとらわれず、福祉部門との緊密な連携によ

って達成されるものということで、ここが一番特徴的かなと思っております。 

また、誰一人取り残されないという観点からは、地域間格差の解消、地域間格差によって取

り残されるということを防ぐという観点、それから、幼児段階から学校教育段階、また、小学校か

ら中学校という移行期において、そこでも取り残しを防ごうという姿勢が見られると思います。 

次に、特に注目するのは、この基本方針のⅡに働き方改革が位置付けられているということ

です。全ての子どもに学びの機会、それから、質の高い教育を保障するためには、先生方が心

身とも健全で健康な状態で、そして、過重労働で疲弊しているということがない元気な状態で、

子どもに向き合うということが重要だと、働き方改革というのは、局所的な問題ではなくて、大き

な子どもの利益という観点から最も重要な政策課題だということで、基本方針Ⅱに大きく位置

付けられたということは高く評価できると思います。これは、教員の確保の問題にも繋がります

ので、そういう重要な問題だと理解しています。 

次に、基本方針のⅢは、地域と産業との関係です。こちらにつきましては、基本方針でやはり

北海道の最大の問題の特徴というのは、人口減少、少子高齢化が進んで広域分散型といった

中で、過疎化が進む中で、どうやって教育の機会と質を確保するか、これが北海道のおそらく

最大の問題点だと思います。他方で、北海道には、基本方針のⅢにも示されておりますけれど

も、世界に誇る農林水産業があり、観光というのがあります。北海道の特徴である広域分散型

ということは、同時に北海道の魅力、強みの一部を構成しているともいえます。そして、過疎化が

進んだり、人口減少、地域間格差もあるという問題、それから、北海道の世界的な魅力というの

を繋げることが十分可能な技術革新の時代に今私たちは生きています。おそらく、これを繋げ

るものというのはICT技術だと思います。北海道は全国に先駆けて、遠隔授業の取組を行って

おります。非常に先進的な取組でT-baseには、全国各地から教育関係者が視察に訪れてお

ります。このT-baseに限りませんけれども、ICTを活用した遠隔授業というのは今後北海道の

教育を考えるに当たって、非常に重要な問題になってくると思います。T-baseにつきましては、

今役割がどんどん増してきておりまして、受信したいと希望している学校は非常に多くなってい

ます。今問題は発信校でして、発信する側として、今後増大してくる需要に対応するだけの場所

的スペースが確保されているのか、また、機材関係については、最近更新されたということです

けど、物的環境、あとは、人的環境、受信校が増えれば、それに対応するだけ先生方を配置しな

ければいけない、ただ、これだけ教員不足で、しかも受信校が過疎地域にあるわけですから、そ

この人員を調整しながら配信校に持ってきているという非常に難しい問題があります。そういっ

た中で、基本方針が４つありますけど、この４つ全てにICT技術というのが根底に流れている重

要な問題と思われますので、何らかの形で遠隔授業ですとか、ICT技術について言及した方

がいいのではないかと思います。大綱ですから、性格上、大きな枠組みを示すものであって、個
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別、具体的な政策を具体的に落とし込んでいくものではないということは十分理解しておりま

すけれども、少なくとも、ICT技術の拠点となっているT-baseの重要性を確認したり、大きな方

向性を示すということはあってもいいのかなと思います。 

最後に、ICTに関しましては、他の都府県の教育委員とお話ししていると北海道ほどの緊迫

度を持ってICTについて言及している委員はそれほどいないという個人的な印象を受けていま

す。過疎地域というのは全国にありますけど、これだけ広域で距離感もあるというのは北海道

以外にはないと思います。ですので、基本理念のところで北海道の特徴、人口が偏在していて、

広域分散化というのは北海道の最大の課題でありますけど、同時に魅力の一部でもある。そし

て、大きく教育を変革していくきっかけとなるチャンスでもあるという観点に立てば、マイナス評

価だけではなくて、これを機会に、これだけ豊かな自然と世界に誇る観光資源があるわけです

から、逆手にとって、大胆な政策を進めていくと。その意味で基本理念のところには、広域分散

化という問題と同時に、グローバル化、情報化、そして、AI、ICTをどんどん活用していこうという

大きい方向性が示されておりますので、この点、ここを確認できたということでも大変重要な意

義があると考えております。以上です。 

 

○鈴木知事 

  清水委員、ありがとうございました。 

  特に日本の国土の２２％を要する北海道は１７９の市町村がございますが、多くが人口減と

過疎という状況の中での遠隔教育の重要性、ＩＣＴを活用した取組の重要性、こういった点に

ついて、もう少し表現についての工夫が必要ではないかというお話しがございました。 

  教育と福祉の充実、働き方改革を通した子どもたちの利益にも繋がる教員の確保、こういっ

た点についてもお話しがあったところであります。 

また、課題とともに、食や観光をはじめとした本道の魅力をベースとした取組のさらなる充実

の必要性のお話しもいただいたところでございます。多岐にわたりご意見をいただきました。あ

りがとうございます。 

  それでは、皆様からご発言をいただいたところでございますが、他の委員の方のご発言など

を受けて、確かにこういった点は重要だなとか、この話を言うのを忘れていたとか、そういったこ

ともございましたら、是非挙手をいただいて、ご発言の追加をいただければと思いますが、皆さ

んいかがでしょうか。 

  では、青山委員お願いいたします。 

 

○青山委員 

  今、清水先生のお話を聞いていて、言い残したことがあったと思ったことがあったんですけれ

ども、先週教育長をはじめ教育委員全員で根室管内に視察に行って参りました。私は初めて

義務教育学校の視察に行って、すごく驚いたというか、是非やって実現していただきたいなと思

った先生のお話があったんですけども、小学校の算数と中学校の数学を行き来して教えている
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と言われていた先生がいたんですね。「算数と数学って名前も違うし、一気に難しくなって、大

体中１ギャップで数学に躓く子が多いんだけれども、中学校の数学を見据えて、小学校でも教

えているから躓くことがほぼないんです」とおっしゃっていたのが、とても印象的でした。今小規

模校の在り方とか、ICT とか、いろいろな活用で広域の小規模校で北海道は本当に素晴らし

いフォローをして、学びの提供ができているので、義務教育学校の実現を管内でそれぞれでき

れば、幼稚園、小学校、中学校とここまでは難しいかもしれないんですけども、義務教育学校と

しての実現は有りなのかなと思いました。以上です。 

 

○鈴木知事 

  青山委員、ありがとうございました。 

  幼児教育と小学校、中学校、いろいろな形で児童生徒が少なくなる、またギャップを解消す

る中での各学校や先生方の努力があるというところも、やはり小規模校が北海道は多いです

から、そういう状況の中である意味では、進んでいるところでもあるのかなと思っています。 

  そういった特徴も重要な視点かなと思います。ありがとうございます。  

  それでは、他に委員の方で、皆さんの意見を聞いてとか、言い忘れたことがもし追加であれ

ば、挙手いただければと思います。 

  川端委員、よろしくお願いします。 

 

○川端委員 

  大鐘委員のお話しにもありましたけど、資料２の６ページの「特別支援教育の充実」のところ

で、「インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ」という表現がありますが、これは特別支援

のことに特化したことが書かれていますけれども、そもそも、インクルーシブ授業というのは、全

ての子どもたちが対象で、教室の中に少しだけ支援が必要な子がいたりとか、いろいろなパタ

ーンがありますので、特別支援学校とか、そこだけの話ではないのかなというところでは、全体

に係るところで、インクルーシブ授業とか、インクルーシブ教育というのは何かということを、明記

できるのであれば、１つ明記をした方がいいのかなと。また、今まで私たちが固定観念的に思っ

ている支援が必要という子どもたちの観点が非常に幅広くなっているのが現実だと思います。 

数学はできるけれども、コミュニケーションが苦手でクラスに何となく居づらいとか、足が悪く

て運動ができないとか、見てわかる障がいを持っている子、そうじゃない子というのが非常に幅

広くいまして、小中学校では支援学級にいたけれども、高校に行ったら普通校に行く、逆のパタ

ーンもあります。そういうところで、自分は問題がないと思っている子どもたちと、少し問題を抱

えている子どもたちがどうやったら生きていけるか、どこだったら一緒にできて、どこが違うの

か、というところを学んでいくことが、すべて社会に出て、最終的に企業で雇われた時にそういう

教育を受けている子どもたちが多くなれば、一緒に学べるというところがあると思います。そう

考えると、もしかすると、この表現がもう１項目くらい重要的に書かれてもいいのかなと。言葉で

はインクルーシブ授業をやっていますと言っても、目に見えない障がいの子どものことに関して
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は、同級生がなかなか理解できないことがたくさんあると思います。そこを今後もう１つ落とし込

むことができたらいいのかなと感じました。 

  もう１点は、青山委員もおっしゃいましたけど、先週根室の方に私たちみんなで行きました。私

は恥ずかしながら初めて、納沙布岬で４島を目の前で見ました。私たちは島国ですので、海の

向こうから攻め込まれるかもしれないという感覚がそこに住んでいる人たちには非常に重要な

ことなのに、道民全体としては意識が薄いのかなというのを地元の研究会の高校生に教えら

れました。その子たちがいろいろ発信して鹿児島とか、本州のいろいろな地域に北方４島のこと

を説明して、他県の北海道ではない地域の方たちが同じような意識を持って活動してくださっ

ていることも教えられ、もしかすると、この中で私たちはそういう問題も抱えている、全部が北海

道なんだよというところも大鐘委員がおっしゃった歴史的時間軸も含めて、いろいろなものが文

化も含めてあると思いますので、是非その辺も１つ考慮いただけたら活動している高校生たち

の思いも伝わるのかなと思いました。以上です。 

 

○鈴木知事 

  川端委員、ありがとうございました。 

  先ほど大鐘委員の方から、インクルーシブ教育システムのところの表現の追加の必要性に

ついてお話しがあったことに合わせて、そもそも、もう少し広範な意味での記載の検討が必要

ではないかというお話しがございました。この点についても併せて、今後検討ということになろう

かと思っています。 

  それと、先ほどの根室のお話ですけれども、非常に北方領土の問題において、そういった地

域の高校生たちに一生懸命問題に向き合っていただいて、例えば、札幌に住むようになるとな

かなかそういったことに対する理解が十分ではなくて、例えば、雪まつりの時にそういった高校

生や大学生にもご協力をいただきながら、我が事として考えていただけるような取組もしていま

す。私も全国知事会などで必ず北方領土問題について言及するんですけれども、他の知事か

ら毎回総理出席のそういう場面で私が発言すると、「知事は北海道の知事だからね」みたいな

ことを言われるんですけれども、これは我が国の問題でございまして、そういった意味では、な

お一層の皆さんの理解を深めていかなければいけない、そういった教育の観点からもより理解

を皆さんにしていただく、こういうことが、地域に行くとよりそこが強く感じるというところがあった

んだろうなと思っております。大変貴重なご意見をいただきありがとうございます。 

  他に委員の皆様から何かございますか。 

  それでは、渡辺委員、よろしくお願いします。 

 

○渡辺委員 

  先ほど青山委員から不登校児童生徒の支援の充実に関してご指摘がございました。 

  私も非常に同意するところでありまして、私の見解では、「学ぶ」というのは、学生は認識を深

める意欲を持った存在であると、大人もそうかもしれないですが、そういった大きな意味では
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「学ぶ」というのは、リカレント教育というものもありますけど、人は一生学生なのかもしれないと

考えます。そして、認識を深める意欲というものを実現する場所というのが学校だろうと思いま

す。その意味において、学校というのは、例えば、教室に４０人くらいの生徒が狭い空間でずっと

同じ椅子に座っていなければいけない、そうしなきゃ学べないのかというと、そういうわけでもな

いと思うんです。大学みたいに科目ごとにいろいろな教室に移動してもいいのかもしれません。

ある意味、風通しのいいような、空間に縛られないような学校の在り方というのはあってもいい

んじゃないかなと考えております。先ほど清水委員から働き方改革について、教員の疲弊を避

けるということがございましたが、教員、あるいは、生徒も含めて過度なストレスに晒されるよう

な場所であってはならないと、そういったストレスに晒されない場所であってほしいと思います。 

  あと、もう１つ、全く別のお話なんですけれども、前回言えばよかったかなと思っているんです

が、コミュニケーション教育ということについて、今回の大綱に盛り込むか、盛り込まないかは別

として、強調されてもよいのではないかと考えております。例えば、SNSというものに関して、学

校でもいじめに関してSNSがきっかけになることもございますし、それから、一般社会において

も、誤った情報の拡散であるとか、人権問題への抵触といったものなど、問題が多いところでご

ざいます。コミュニケーションの手段というのは、そもそも、いわゆるノンバーバルコミュニケーシ

ョンといわれる言葉以外の表現がかなりの部分を占めるというふうに聞いたことがあります。例

えば、表情、動作、衣服、場所といったものも含んでコミュニケーションが行われると。皆様よくご

存じのことと思います。スマホが出てくる以前に人生を歩んだ人の方がよくご存じのことかもし

れません。 

  言葉による伝達内容というのは、それのみでは信頼性や重要性などの付加的な情報に乏し

い場合がある、そういった欠点について、しっかり教育していく必要があるのではないかと考え

ております。例えば、簡単な事柄の情報共有というのは、SNSはかなり便利なものであると思い

ますが、もう少し複雑な内容になってくると、SNSではなかなか難しくて、そして、文章では人の

不満というのは利害の中で隠されてしまって、全く別な形で表現されることもございますし、

SNSという短い文面だと対面というものがないから、抑制がかからずに表出される傾向がある

と思います。一般的なコミュニケーションを教育する中で、こういったことをしっかりと強調してい

くのがよいのではないかと思います。コミュニケーションの考え方の整理と教育ということが

ICTの利用に関連して授業の形態にも影響を及ぼすのではないかと思っております。こういっ

たことは、今までは学校の先生が現場で任意で教えられておられたと思いますけれども、先ほ

ど申し上げたように、大綱に盛り込んでもよろしいですし、盛り込まなくてもよいのですが、実際

の教育の内容として強調されてよいところではないかと思っています。以上です。 

 

○鈴木知事 

  渡辺委員、ありがとうございました。 

  子どもたちを中心とした中での学校の在り方、本日、他の委員から学校そのものの、というお

話しもありましたけれど、そういった視点。また、教員の皆様の働き方について、さらには、コミュ
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ニケーション教育、非常にSNSを介した情報のやり取りが発達している中でのコミュニケーショ

ンに関する教育の重要性。この部分を大綱の中で表現するのか、しないのかも含めてしっかり

と検討してほしいというお話しでございました。大変ありがとうございました。 

  この際、他にご発言はございませんでしょうか。時間も結構迫ってきておりますので、ご配慮

いただいたのかと思います。今日この場でなかなか言い足りなかったこともあるかもしれませ

んので、その点についてもこの後、皆さんからご意見等があれば、この点もさらにいただければ

と思っております。 

  それでは、ご意見も出尽くしたところでございますので、中島教育長の方から全体を通して

ご発言の方をお願い申し上げます。 

 

○中島教育長 

  教育長の中島でございます。本日は、委員の皆様方、それぞれのお立場、ご経験を踏まえて、

貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。私の方からは２点に絞ってお話しさせ

ていただきたいと思います。 

  １つ目は、教員の確保についてでございます。先ほど大鐘委員からも教職の意義や魅力を

発信することの重要性について述べていただきましたけれども、学校教育の直接の担い手で

ある意欲と能力のある教員の確保というのは、極めて重要でございます。そのためには、学校

や教員を取り巻く環境をしっかりと整備しながら、教職の魅力を高めていくといった取組を我々

もしっかりと進めていかなければならないと考えております。道教委といたしましては、多くの優

れた人材に教職に魅力を感じていただいて、働きやすさ、それから、働きがいを実感しながら、

教育に携わることができるように、保護者や地域の皆様方と教員を取り巻く環境の認識を共

有させていただきながら、学校における働き方改革を着実に進め、様々な施策を講じるなどし

て、教員の確保に注力してまいりたいと考えております。 

  それから、２つ目でございますけれども、高校の教育活動の充実についてでございます。多

様な考え方に触れて切磋琢磨する機会を子どもたちに確保すること、資質・能力の高い教員

による教科指導をしっかりしていくことなど、生徒の修学機会の確保、それから、多様な学習ニ

ーズに対応すること、こうした中で高校の教育活動を充実させていくことが極めて重要な課題

だと考えております。現在中学校の卒業者数がだんだん減っていくという状況の中で、高校の

小規模校化が進んでおります。そのような中で、高校の在り方について、地域の皆様方と協議

を進めて、配置計画を作っていくわけでございますけれども、そうした圏域における高校教育の

質の維持・向上に向けた取組をしっかり進めていくとともに、社会の変化や生徒の多様な学習

ニーズに対応できる高校づくり、こうした観点から、普通科新学科ですとか、単位制の導入な

ど、地域の実情に応じた多様なタイプの高校を設置するなど、子どもたちに選ばれる魅力ある

高校づくりを進めていきたいと考えております。そうした中で、清水委員からもお話しがござい

ました遠隔授業、T-base の関係でございますけれども、広域分散型の北海道は遠隔授業に

よって、地域にいても専門的な知識と指導力を持った教員による授業を受けられるということ
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で、住んでいる地域にかかわらず、質の高い教育を受けられる教育環境の整備に取り組んで

まいりたいと考えております。 

以上２点に絞って申し上げましたが、私といたしましては、本道のすべての子どもたちが住ん

でいる地域や経済状況にかかわらず、質の高い教育を受けることができるよう、今回改定しま

す総合教育大綱、あるいは、教育推進計画に基づいて、引き続き、教育の機会均等、学びの質

の保障、こうしたものに取り組んでまいりたいと考えております。ありがとうございました。以上で

ございます。 

 

○鈴木知事 

  中島教育長、ありがとうございました。 

  それでは、私からもそれぞれご意見をいただいた都度お話しをさせていただきましたけれど

も、とにかく今回も各委員の皆様から大変貴重かつ重要なご意見をいただいたところでござ

います。これまでも様々なご意見をいただき、また議会での議論を踏まえて、今回さらに追加し

た点も含めた中でご議論をいただきました。事務局としっかり話をしながら、今回のご意見を

踏まえた中での検討をさらに進めていきたいと思います。 

  さらに、皆さんから共通してご発言があったのが、とにかく中身はいいんだけれども、具体的

にちゃんとこれをできる体制とともに、実効性を上げていくべきであるということを一様に皆さん

からご発言があったと受け止めているところでございます。 

  今後とも、しっかりそういった皆さんの声にお応えできるよう、知事としてもしっかり努めていき

たいと思っております。本日いただきましたご意見も十分に踏まえまして、素案の方を固めさせ

ていただきまして、大綱案の検討を進めてまいりますので、今後とも是非、先ほど申し上げたよ

うに、今日この場でお話しが漏れてしまったこともあるかもしれませんので、引き続き、お力添え

をいただければと思います。 

  それでは、本日はこれをもちまして、総合教育会議を終了させていただければと思います。 

  本日もありがとうございました。 

 

○事務局（吉川総務部次長兼行政局長） 

  本日、皆様からいただきましてご意見などを踏まえまして、素案を固めさせていただき、１２月

から子ども向けを含めたパブリックコメントを実施してまいります。 

以上をもちまして、令和６年度第３回北海道総合教育会議を終了いたします。 

本日はありがとうございました。 


